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1. 緒 言 
 
情報通信技術（Information Communication Technology、 ICT）を積極的に活用し、
その恩恵を最大限に享受できる知識創発型社会の実現を目指すとした e-JAPAN 戦略（平
成 13 年 1 月 22 日）が首相官邸より公開されて以来、あらゆる分野で ICT を活用した改
善、改革の取り組みがなされている。また、それらの実現に向け政府としても、e-JAPAN
重点計画、e-JAPAN 戦略、e-JAPAN 戦略加速化パッケージ、IT 新改革戦略等により支援
が続けられている１）。 
教育分野における ICT 活用の取り組みは、ｅラーニングに集中している２、３）。ｅラーニ
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これらの講義における ICT 活用の具体的方法と理由は以下のとおりである。 
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図1 web上に掲載した教材例（プレゼンテーション技法）
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図2-a web上の教材中に設定した意見収集機能
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図4 学生による講義評価の例
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LMS である moodle の試験運用を始め、2006 年からは他の教科での LMS の利用を開始し
た。主な利用形態は、授業で用いる資料の事前提示、参考となるサイトへのリンク、レポ 
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図5 学習状況の把握例
（上段）受講者全体の学習状況 （下段）個人の詳細な学習状況
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